
訪入看護師［非常勤］  川上千恵子 健康相談・病的管理・機能訓練等

デイ運転手［非常勤］  吉田正己・山田 収・（山田俊勝）・（横田利一）

訪入運転手［非常勤］  桑田英己 （　　　　　）は兼務

　主に１０代の若者（高・中卒／中退等）に対して就労支援業務
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ補助

　就労訓練支援・生活指導・体験就労や就労場所の開拓・各種関係団体との調整・研修会の参加

※事務局長内部業務兼務

辻美枝子・杉原順子・宇毛和恵・向井清子・川尻秋子・谷田孝子・吉田れい子・戸澤誠子

ヘルパー 古川三津子・木俣尚子・小笠原喜子（※事務局長・藤井管理者調整業務兼務）

社協業務運転手 武藤弘道・前谷芳宏・熊野重雄・田中卓朗・蘇田勝美・坂本浩一（※石黒係長業務兼務）

常勤ヘルパー

※駒主査内部業務兼務
常勤ヘルパー佐藤  康代 田口亜佐子・三戸部直美・村下輝美・岩田静恵

ケアマネ 日田 京子 　 介護保険・障害者自立支援・軽度生活（自立）支援事業における訪問介護事業の実施・調整会議の企画運営

   各種研修会への参加調整・勤務表の作成・変更調整・新規訪問の調整・訪問表の作成・訪問実績作成・提出・管理
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者

坂本真理子

管理者 藤井　春美
   その他必要書類の作成、決裁・職員管理、介護予防訪問介護事業・ポエム事業・通院、外出等の調整

支援センター 主　事　津澤　安彦 相談員　佐々木百合
　就労支援プログラム等の作成等

居
宅
介
護
支
援

ケアマネ 伊藤 良恵 　ケアプラン作成・再調整・関係機関及び事業所との連絡調整・調整会議への参加及び参画・介護保険サービス管理業務

管理者 日田　幸子
　給付管理・養成研修等の協力・各種研修の協力

ケアマネ 安住はつみ

※ホームへルパーは介護保険、障害者ヘルパー兼務

在宅福祉

訪
問
介
護 宇田    祥

非常勤介護員
樫田由紀子・金子照子・中村久美子・和田いみ子・（佐々木美保子）・柵山信子・浜下曜江

※事務局長内部業務兼務  （山口 洋子） 浜野ゆかり・（太田博恵）・山田優・（福澤由美子）・本間有喜美・秋山律子

デイ看護師［非常勤］  （熊谷友江）・滝井加奈子・小林智恵子・（柵山あき代）

佐々木美枝子・山本洋子・小野はるみ・日田純子・村上志穂・中山千乃・斉藤八七子

バイタルチェック・健康相談・病的管理

通
所
介
護

　生活指導・養護・送迎・日常動作訓練・入浴・食事指導・施設管理・車輌管理・備品管理・書類整備・個人ケア

宮崎 佳代 　計画表・勤務表作成・提出書類作成・家庭訪問・入浴介助・レクリエーション企画、運営

管理者 高橋　冨美枝 

訪
問
入
浴

常勤介護員

吉田奈緒美 高齢者自立支援

デイサービス

センター

浦河町社会福祉協議会組織機構  ・職員配置図（平成２４年　４月２０日現在）

副会長　小泉  睦子

会　長　木下　富雄
総   務

副会長  山本　一哉
事 務 局

局　長  早 坂   誠

係　長　石黒　建一

就労支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

地域福祉

理事会（１１名） 評
議
員
会

監　事（２名）
２３名

主　査　駒　　智味

主　事　津澤　安彦

主　事　沢田　昭子

わかもの就労

早 坂   誠

デイセンター長

鈴木久美子・山形こずえ

事 務 局 長

生活相談員 

社協・デイの運営・役員・評議員・会員・定款・諸規定・調査・寄付金・監査・服務・人事・資産管理・備品管理・基金・予算・決算・事業計画・研修・会館

管理・関係機関との連絡調整・福利厚生・職員給与管理・庶務・経理全般・各事業給付管理・各団体事業運営における経理全般

ボランティアセンター活動運営・わかもの就労支援事業・老人と共に歩む会事業運営・共同募金活動運営・小地域（自治会）事業・新規事業企画・運営

老人クラブ連合会運営・身体障害者協会事務局・生活福祉資金貸付窓口・共同募金事業窓口・給食サービス・移送サービス関連

※社協広報誌は事務局職員で交代に作成発行(４ヵ月に１回)各職員も協力。



浦河町社会福祉会館　（火災予防組織）

管理について権原
（会 長　木 下 富 雄）

災 害 内 容 初　　　動　　　行　　　動
 を有するもの

防 火 管 理 者 （局 長　早 坂 　 誠）

大雨・高潮警報発令時 事務局職員、管理者・常勤職員は自宅待機
防火担当の責任者 　防火管理の責任者は、各火元責任者及び一般の火記(器)、電気配線

大津波警報発令時 事務局職員・管理者・常勤職員は事務所待機／非常勤職員は自宅待機
危険物等、防火管理責任を分担する

(局　長　早 坂     誠)

建物等の検査班 　建物内外の防火的な位置、構造、使用状況、防火戸、排煙口等の管

津波警報発令時 局長、係長、主査は事務所待機／事務局職員・管理者は自宅待機 理及び検査の任に当る
(係　長　石 黒 建 一)

火気使用施設検査班 　炊事器具、採暖用器具、燃料置場、灰捨て場、喫煙所等の火気使用
箇所の管理及び検査の任に当る

(主　 事　津　澤　安　彦)

地震発生時

震度３以上 状況次第により事務局長、係長、主査は事務所待機・事務局職員、管理者は自宅待機
電気設備検査班 　電気主任技術者と連携をとり、電気配線、電気器具等の火災予防管

震度５以上

浦河町社会福祉協議会事務所防災組織機構 （平成２４年４月２０日現在）

（その他の職員については事務所からの指示に従い行動)

震度６以上
全職員事務所集合。（状況確認をしての行動）

（事務所にて指示に従い利用者宅巡回訪問。）

台　数 巡回車輌 １グループ2名～5名(運転は男性職員を基本とする)

1

1

1 ◎ 担当者の分担は当日の状況を見て事務

堺町東・向ヶ丘・緑町・向別地区

東栄・荻伏地区

野深・姉茶・瑞穂地区 1

津波注意報発令時 局長、係長、主査は事務所待機／事務局職員・管理者は自宅待機

る。 (訪問管理者　藤井春美)

機  械  係 　消防ポンプ、消火栓等の機械類の運用操作に当る
1 ◎ (係　長　 石 黒 建 一)

1 ◎ 警　戒　係 (ケアマネ 安 住はつみ) 　重要物件の非常持ち出しと飛び火、その他の盗難等の警戒

1 (ケアマネ 日 田 京 子) に当る

救　護　係 ケアマネ兼正看護師 

　避難階段、非常口、救助袋、梯子等の点検整備の任に当る

※事務所に集合する場合は危険性のない事を確認してから行う。 (主  査　 駒 　 智 味)

避難誘導班 誘　導　係 　火災時に避難者の誘導の任に当る
(居宅管理者　日田幸子)

救 助 係 　出火と同時に建物内部の人命検索を行い誘導係に協力又は
(主 事　津  澤  安  彦) 要救助者がある時はその救助に当る

1 ◎ 局長及び事務局の指示により決定とす

大通・築地・昌平町・潮見地区 1

消　火　班 放 水 係 　消火器、消火栓等により初期注水消火に当る

堺町西・井寒台・絵笛

上杵臼・杵臼・西舎地区

幌別・白泉・月寒地区

東町かしわ・うしお地区

東町ちのみ地区

※事務所への連絡はできるだけ携帯電話にて行う。電話は非常に混線しやすい。 浦河町社会福祉会館　（自衛防衛組織）
※個人的に勝手な行動は慎しみ、利用者宅訪問等は事務所より指示があるまで行わない。

自衛消防隊長 （会 長　木 下 富 雄）
※その他関連するものについては事務局長の指示により行う。

該 当 地 区
巡回車輌 担当者名 (主  査　 駒 　 智 味)

警報器具係 　非常警報器具を通じて火災の周知の任に当る
(事務員　 沢 田 昭 子)

自衛消防副隊長 （局 長　早 坂 　 誠）
地区別巡回訪問担当表 (◎は移送車・ワゴン車で巡回)

通報連絡班 連　絡　係 　火災を消防機関に通報連絡の任に当る

(局　長　早 坂     誠)

危険物(準危険物)検査班 　危険物保安監督者と連携をとり、安全管理及び検査の任に当る

(局　長　早 坂     誠)

消火設備点検整備班 　消火器、消火栓、自衛消防ポンプ等の機能及び障害物除去の管理及
び検査の任に当る

(係　長　石 黒 建 一)
※日中(勤務時間内)の災害については、状況を的確に把握し、局長及び事務局・管理者等の指示に従い行動。

警報設備点検整備班

事務局職員・管理者は事務所待機／その他の職員は自宅待機 理及び検査の任に当る

　負傷者、被救助者の応急救護に当る
伊 藤 良 恵

事務所待機(各地区より安否確認の連絡及び各機関への連絡) 駒 沢田

※訪問世帯の報告を事務所と行う。負傷者がいる場合は病院、消防と連絡。軽傷の場合は事務所と連絡し移送車で病院や避難場所への移送。

※まずは、利用者の安否確認を第一とし、後片付けなどは状況が落ち着いてから行う。



※日中(勤務時間内)の災害については、状況を的確に把握し、局長及び事務局・管理者等の指示に従い行動。

※事務所に集合する場合は危険性のない事を確認してから行う。

※事務所への連絡はできるだけ携帯電話にて行う。電話は非常に混線しやすい。

※個人的に勝手な行動は慎しみ、利用者宅訪問等は事務所より指示があるまで行わない。

※その他関連するものについては事務局長の指示により行う。

地区別巡回訪問担当表

自衛消防隊長 （会 長　木 下 富 雄）

通報連絡班 連　絡　係 　火災を消防機関に通報連絡の任に当る

機  械  係 　消防ポンプ、消火栓等の機械類の運用操作に当る
(　　　　　　　　　)1 ◎

消火設備点検整備班 　消火器、消火栓、自衛消防ポンプ等の機能及び障害物除去の管理及
び検査の任に当る

(介護員　 山 口 洋 子)

(生活相談員 宮 崎 佳 代)

浦河町社会福祉会館　（自衛防衛組織）

浦河町社協デイサービスセンター防災組織機構 （平成２４年４月２０日現在）
浦河町社会福祉会館　（火災予防組織）

管理について権原
（会 長　木 下 富 雄）

災 害 内 容 初　　　動　　　行　　　動
 を有するもの

防 火 管 理 者 （管理者　高 橋冨美枝）

大雨・高潮警報発令時 事務局職員、管理者・常勤職員は自宅待機
防火担当の責任者 　防火管理の責任者は、各火元責任者及び一般の火記(器)、電気配線

危険物等、防火管理責任を分担する
(管理者　 高 橋冨美枝)大津波警報発令時 事務局職員・管理者・常勤職員は事務所待機／非常勤職員は自宅待機

建物等の検査班 　建物内外の防火的な位置、構造、使用状況、防火戸、排煙口等の管

警報設備点検整備班 　避難階段、非常口、救助袋、梯子等の点検整備の任に当る

津波警報発令時 局長、管理者、生活相談員は事務所待機（局長は社協事務所待機兼） 理及び検査の任に当る
(管理者　 高 橋冨美枝)

津波注意報発令時 局長、管理者、生活相談員は自宅待機（局長は社協事務所待機） 火気使用施設検査班 　炊事器具、採暖用器具、燃料置場、灰捨て場、喫煙所等の火気使用
箇所の管理及び検査の任に当る

(生活相談員 宮 崎 佳 代)

地震発生時

震度３以上 状況次第により事務局長、管理者は事務所待機／常勤職員は自宅待機
電気設備検査班 　電気主任技術者と連携をとり、電気配線、電気器具等の火災予防管

震度５以上
事務局長・管理者、生活相談員、常勤介助員は事務所待機／その他の職員は自宅待機 理及び検査の任に当る

(管理者　 高 橋冨美枝)

（その他の職員については事務所からの指示に従い行動) 危険物(準危険物)検査班 　危険物保安監督者と連携をとり、安全管理及び検査の任に当る

震度６以上
全職員事務所集合。（状況確認をしての行動） (介護員　 山 口 洋 子)

（事務所にて指示に従い利用者宅巡回訪問。）

自衛消防副隊長 (管理者 高 橋冨美枝)
(◎は移送車・ワゴン車で巡回)

該 当 地 区
巡回車輌 担当者名 (生活相談員 宮崎佳代)

警報器具係 　非常警報器具を通じて火災の周知の任に当る
台　数 巡回車輌 １グループ2名～5名(運転は男性職員を基本とする) (管理者 高 橋冨美枝)

上杵臼・杵臼・西舎地区 1 避難誘導班 誘　導　係 　火災時に避難者の誘導の任に当る

幌別・白泉・月寒地区 1 (看護師 柵 山 あき代) (看護師 　川 上 千恵子)

救 助 係 　出火と同時に建物内部の人命検索を行い誘導係に協力又は
東町かしわ・うしお地区 1 ◎ 担当者の分担は当日の状況を見て事務 (常勤介護員 山口洋子) 要救助者がある時はその救助に当る

東町ちのみ地区 1 ◎ 局長及び事務局の指示により決定とす 消　火　班 放 水 係 　消火器、消火栓等により初期注水消火に当る

大通・築地・昌平町・潮見地区 1 る。 介護員

堺町東・向ヶ丘・緑町・向別地区

堺町西・井寒台・絵笛 1 ◎ 介護員 　重要物件の非常持ち出しと飛び火、その他の盗難等の警戒

東栄・荻伏地区 1 に当る

野深・姉茶・瑞穂地区 1 救　護　係 (看護師 　熊 谷 友 江) 　負傷者、被救助者の応急救護に当る
(看護師   滝 井加奈子)

事務所待機(各地区より安否確認の連絡及び各機関への連絡) 駒 沢田 (看護師   小 林智恵子)

警　戒　係

※利用者世帯の報告を事務所と行う。負傷者がいる場合は病院、消防と連絡。軽傷の場合は事務所と連絡し移送車での病院や避難場所への移送。

※まずは、利用者の安否確認を第一とし、後片付けなどは状況が落ち着いてから行う。
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援

ケアマネ 伊藤 良恵

日田　幸子 ケアマネ 安住はつみ

高齢者自立支援 辻美枝子・杉原順子・宇毛和恵・向井清子・川尻秋子・谷田孝子・吉田れい子・戸澤誠子

古川三津子・木俣尚子・小笠原喜子（※事務局長・藤井管理者調整業務兼務）

武藤弘道・前谷芳宏・熊野重雄・田中卓朗・蘇田勝美・坂本浩一（※石黒係長業務兼務）

在宅福祉

事 務 局 長

訪入運転手［非常勤］  桑田英己 （　　　　　）は兼務

※ホームへルパーは介護保険、障害者ヘルパー兼務

　就労訓練支援・生活指導・体験就労や就労場所の開拓・各種関係団体との調整・研修会の参加

　就労支援プログラム等の作成等

浦河町社会福祉協議会組織機構  ・職員配置図（平成２４年　４月２０日現在）
局　長  早 坂   誠

会　長　木下　富雄 社協・デイの運営・役員・評議員・会員・定款・諸規定・調査・寄付金・監査・服務・人事・資産管理・備品管理・基金・予算・決算・事業計画・研修・会館

総   務 係　長　石黒　建一
副会長  山本　一哉 管理・関係機関との連絡調整・福利厚生・職員給与管理・庶務・経理全般・各事業給付管理・各団体事業運営における経理全般

地域福祉 主　査　駒　　智味
副会長　小泉  睦子 ボランティアセンター活動運営・わかもの就労支援事業・老人と共に歩む会事業運営・共同募金活動運営・小地域（自治会）事業・新規事業企画・運営

主　事　津澤　安彦
老人クラブ連合会運営・身体障害者協会事務局・生活福祉資金貸付窓口・共同募金事業窓口・給食サービス・移送サービス関連

理事会（１１名） 評
議
員
会

主　事　沢田　昭子 ※社協広報誌は事務局職員で交代に作成発行(４ヵ月に１回)各職員も協力。

監　事（２名）
２３名

わかもの就労 　主に１０代の若者（高・中卒／中退等）に対して就労支援業務

※駒主査内部業務兼務

デイセンター長

三戸部直美・村下輝美・岩田静恵

※事務局長内部業務兼務

通
所
介
護

生活相談員 

宮崎 佳代 

管理者 高橋　冨美枝 

早 坂   誠 訪
問
介
護

サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者

管理者 藤井　春美

デイ看護師［非常勤］  （熊谷友江）・滝井加奈子・小林智恵子・（柵山あき代）

訪
問
入
浴

常勤介護員
非常勤介護員

樫田由紀子・金子照子・中村久美子・和田いみ子・（佐々木美保子）・柵山信子・浜下曜江

※事務局長内部業務兼務  （山口 洋子） 浜野ゆかり・（太田博恵）・山田優・（福澤由美子）・本間有喜美・秋山律子

   各種研修会への参加調整・勤務表の作成・変更調整・新規訪問の調整・訪問表の作成・訪問実績作成・提出・管理

   その他必要書類の作成、決裁・職員管理、介護予防訪問介護事業・ポエム事業・通院、外出等の調整

健康相談・病的管理・機能訓練等

デイ運転手［非常勤］  吉田正己・山田 収・（山田俊勝）・（横田利一）

佐藤  康代

吉田奈緒美

事 務 局

ヘルパー

社協業務運転手

訪入看護師［非常勤］  川上千恵子

バイタルチェック・健康相談・病的管理

　生活指導・養護・送迎・日常動作訓練・入浴・食事指導・施設管理・車輌管理・備品管理・書類整備・個人ケア

　計画表・勤務表作成・提出書類作成・家庭訪問・入浴介助・レクリエーション企画、運営

　給付管理・養成研修等の協力・各種研修の協力

　 介護保険・障害者自立支援・軽度生活（自立）支援事業における訪問介護事業の実施・調整会議の企画運営

支援センター

就労支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

主　事　津澤　安彦

佐々木美枝子・山本洋子・小野はるみ・日田純子・村上志穂・中山千乃・田口亜佐子

常勤ヘルパー 鈴木久美子・山形こずえ

常勤ヘルパー

　ケアプラン作成・再調整・関係機関及び事業所との連絡調整・調整会議への参加及び参画・介護保険サービス管理業務

ケアマネ 日田 京子

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ補助

相談員　佐々木百合

デイサービス

センター

管理者

坂本真理子

宇田    祥



浦河町社会福祉会館　（火災予防組織）

浦河町社会福祉会館　（自衛防衛組織）

※訪問世帯の報告を事務所と行う。負傷者がいる場合は病院、消防と連絡。軽傷の場合は事務所と連絡し移送車で病院や避難場所への移送。

※まずは、利用者の安否確認を第一とし、後片付けなどは状況が落ち着いてから行う。

ケアマネ兼正看護師 　負傷者、被救助者の応急救護に当る
伊 藤 良 恵

事務所待機(各地区より安否確認の連絡及び各機関への連絡) 駒 沢田

東栄・荻伏地区 1 (ケアマネ 日 田 京 子) に当る

野深・姉茶・瑞穂地区 1 救　護　係

堺町西・井寒台・絵笛 1 ◎ 警　戒　係 (ケアマネ 安 住はつみ) 　重要物件の非常持ち出しと飛び火、その他の盗難等の警戒

る。 (訪問管理者　藤井春美)

機  械  係 　消防ポンプ、消火栓等の機械類の運用操作に当る
堺町東・向ヶ丘・緑町・向別地区 1 ◎ (係　長　 石 黒 建 一)

(主 事　津  澤  安  彦)

東町ちのみ地区 1 ◎ 局長及び事務局の指示により決定とす 消　火　班 放 水 係

　火災時に避難者の誘導の任に当る

幌別・白泉・月寒地区 1 (居宅管理者　日田幸子)

救 助 係 　出火と同時に建物内部の人命検索を行い誘導係に協力又は
東町かしわ・うしお地区 1 ◎ 担当者の分担は当日の状況を見て事務

(事務員　 沢 田 昭 子)

上杵臼・杵臼・西舎地区 1 避難誘導班 誘　導　係

要救助者がある時はその救助に当る

該 当 地 区
巡回車輌 担当者名 (主  査　 駒 　 智 味)

警報器具係 　非常警報器具を通じて火災の周知の任に当る
台　数 巡回車輌 １グループ2名～5名(運転は男性職員を基本とする)

※個人的に勝手な行動は慎しみ、利用者宅訪問等は事務所より指示があるまで行わない。

自衛消防隊長 （会 長　木 下 富 雄）
※その他関連するものについては事務局長の指示により行う。

自衛消防副隊長 （局 長　早 坂 　 誠）
地区別巡回訪問担当表 (◎は移送車・ワゴン車で巡回)

通報連絡班 連　絡　係

　炊事器具、採暖用器具、燃料置場、灰捨て場、喫煙所等の火気使用
箇所の管理及び検査の任に当る

(主　 事　津　澤　安　彦)

地震発生時

震度３以上 状況次第により事務局長、係長、主査は事務所待機・事務局職員、管理者は自宅待機

震度５以上
事務局職員・管理者は事務所待機／その他の職員は自宅待機

（その他の職員については事務所からの指示に従い行動)

震度６以上

　防火管理の責任者は、各火元責任者及び一般の火記(器)、電気配線

大津波警報発令時 事務局職員・管理者・常勤職員は事務所待機／非常勤職員は自宅待機
危険物等、防火管理責任を分担する

(局　長　早 坂     誠)

建物等の検査班 　建物内外の防火的な位置、構造、使用状況、防火戸、排煙口等の管

津波警報発令時 局長、係長、主査は事務所待機／事務局職員・管理者は自宅待機 理及び検査の任に当る

理及び検査の任に当る
(局　長　早 坂     誠)

危険物(準危険物)検査班 　危険物保安監督者と連携をとり、安全管理及び検査の任に当る

(係　長　石 黒 建 一)

津波注意報発令時 局長、係長、主査は事務所待機／事務局職員・管理者は自宅待機 火気使用施設検査班

消火設備点検整備班 　消火器、消火栓、自衛消防ポンプ等の機能及び障害物除去の管理及
び検査の任に当る

(係　長　石 黒 建 一)

浦河町社会福祉協議会事務所防災組織機構 （平成２４年４月２０日現在）

管理について権原
（会 長　木 下 富 雄）

災 害 内 容 初　　　動　　　行　　　動
 を有するもの

防 火 管 理 者 （局 長　早 坂 　 誠）

大雨・高潮警報発令時 事務局職員、管理者・常勤職員は自宅待機
防火担当の責任者

電気設備検査班 　電気主任技術者と連携をとり、電気配線、電気器具等の火災予防管

全職員事務所集合。（状況確認をしての行動）

（事務所にて指示に従い利用者宅巡回訪問。）

警報設備点検整備班 　避難階段、非常口、救助袋、梯子等の点検整備の任に当る

(主  査　 駒 　 智 味)

(局　長　早 坂     誠)

※日中(勤務時間内)の災害については、状況を的確に把握し、局長及び事務局・管理者等の指示に従い行動。

※事務所に集合する場合は危険性のない事を確認してから行う。

※事務所への連絡はできるだけ携帯電話にて行う。電話は非常に混線しやすい。

　火災を消防機関に通報連絡の任に当る

　消火器、消火栓等により初期注水消火に当る

大通・築地・昌平町・潮見地区 1



※利用者世帯の報告を事務所と行う。負傷者がいる場合は病院、消防と連絡。軽傷の場合は事務所と連絡し移送車での病院や避難場所への移送。

※まずは、利用者の安否確認を第一とし、後片付けなどは状況が落ち着いてから行う。

(看護師   滝 井加奈子)

(看護師   小 林智恵子)

(看護師 　熊 谷 友 江) 　負傷者、被救助者の応急救護に当る

事務所待機(各地区より安否確認の連絡及び各機関への連絡) 駒 沢田

　重要物件の非常持ち出しと飛び火、その他の盗難等の警戒

東栄・荻伏地区 1 に当る

野深・姉茶・瑞穂地区 1 救　護　係

◎ (　　　　　　　　　)

堺町西・井寒台・絵笛 1 ◎ 警　戒　係 介護員

　消火器、消火栓等により初期注水消火に当る

大通・築地・昌平町・潮見地区 1 る。 介護員
機  械  係 　消防ポンプ、消火栓等の機械類の運用操作に当る

堺町東・向ヶ丘・緑町・向別地区 1

(常勤介護員 山口洋子)

東町ちのみ地区 1 ◎ 局長及び事務局の指示により決定とす 消　火　班 放 水 係

　火災時に避難者の誘導の任に当る

幌別・白泉・月寒地区 1 (看護師 柵 山 あき代) (看護師 　川 上 千恵子)

救 助 係 　出火と同時に建物内部の人命検索を行い誘導係に協力又は
東町かしわ・うしお地区 1 ◎

上杵臼・杵臼・西舎地区 1 避難誘導班

担当者名 (生活相談員 宮崎佳代)

警報器具係 　非常警報器具を通じて火災の周知の任に当る
台　数 巡回車輌 １グループ2名～5名(運転は男性職員を基本とする) (管理者 高 橋冨美枝)

※その他関連するものについては事務局長の指示により行う。

自衛消防副隊長 (管理者 高 橋冨美枝)
地区別巡回訪問担当表 (◎は移送車・ワゴン車で巡回)

通報連絡班 連　絡　係 　火災を消防機関に通報連絡の任に当る

箇所の管理及び検査の任に当る
(生活相談員 宮 崎 佳 代)

地震発生時

震度３以上 状況次第により事務局長、管理者は事務所待機／常勤職員は自宅待機

震度５以上
事務局長・管理者、生活相談員、常勤介助員は事務所待機／その他の職員は自宅待機

（その他の職員については事務所からの指示に従い行動)

震度６以上
全職員事務所集合。（状況確認をしての行動）

(生活相談員 宮 崎 佳 代)

※事務所への連絡はできるだけ携帯電話にて行う。電話は非常に混線しやすい。 浦河町社会福祉会館　（自衛防衛組織）
※個人的に勝手な行動は慎しみ、利用者宅訪問等は事務所より指示があるまで行わない。

　防火管理の責任者は、各火元責任者及び一般の火記(器)、電気配線

大津波警報発令時 事務局職員・管理者・常勤職員は事務所待機／非常勤職員は自宅待機
危険物等、防火管理責任を分担する

(管理者　 高 橋冨美枝)

建物等の検査班 　建物内外の防火的な位置、構造、使用状況、防火戸、排煙口等の管

津波警報発令時 局長、管理者、生活相談員は事務所待機（局長は社協事務所待機兼） 理及び検査の任に当る

浦河町社協デイサービスセンター防災組織機構 （平成２４年４月２０日現在）
浦河町社会福祉会館　（火災予防組織）

管理について権原
（会 長　木 下 富 雄）

災 害 内 容 初　　　動　　　行　　　動
 を有するもの

防 火 管 理 者 （管理者　高 橋冨美枝）

大雨・高潮警報発令時 事務局職員、管理者・常勤職員は自宅待機
防火担当の責任者

電気設備検査班 　電気主任技術者と連携をとり、電気配線、電気器具等の火災予防管
理及び検査の任に当る

(管理者　 高 橋冨美枝)

(管理者　 高 橋冨美枝)

津波注意報発令時 局長、管理者、生活相談員は自宅待機（局長は社協事務所待機） 火気使用施設検査班

(介護員　 山 口 洋 子)

消火設備点検整備班 　消火器、消火栓、自衛消防ポンプ等の機能及び障害物除去の管理及
び検査の任に当る

危険物(準危険物)検査班

　炊事器具、採暖用器具、燃料置場、灰捨て場、喫煙所等の火気使用

警報設備点検整備班 　避難階段、非常口、救助袋、梯子等の点検整備の任に当る

　危険物保安監督者と連携をとり、安全管理及び検査の任に当る

（事務所にて指示に従い利用者宅巡回訪問。）

※日中(勤務時間内)の災害については、状況を的確に把握し、局長及び事務局・管理者等の指示に従い行動。
(介護員　 山 口 洋 子)

※事務所に集合する場合は危険性のない事を確認してから行う。

自衛消防隊長 （会 長　木 下 富 雄）

誘　導　係

要救助者がある時はその救助に当る

該 当 地 区
巡回車輌

担当者の分担は当日の状況を見て事務


